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『三国志』明帝紀の日付考

180422 三国志研究会（愛知版）佐藤ひろお

１．はじめに

中国の歴史書には、『史記』や『漢書』で採用された 紀伝体という形式がある
き でんたい

紀伝体は、皇帝の年代記（本紀）と、臣下や関連諸国の伝記（列伝）から構成される

本紀は、年月日が判明する限り書かれることが多く、列伝は、概ね年月日を記さない

西晋（3 世紀）の陳寿による『三国志』は、魏の皇帝の年代記を本紀とする

『三国志』は、陳寿が先行する歴史書を編纂したもの（王沈『魏書』、魚豢『魏略』）
おうしん ぎょかん

編纂にあたり、出来事の順序、年月日を正しく表記するべきであるが……

２．本紀と日付の表記

年と日は、西暦・太陽暦とは別に、十干 十 二支で表せる
じっかんじゅう に し

・今年、平成三十年は、戊戌（つちのえいぬ・ぼじゅつ）の年

・本日、四月二十二日は、旧暦三月七日、甲申（きのえさる・こうしん）の日

歴史書の本紀は、年は年号、日は干支で表記

『三国志』巻一 武帝紀より
ぶ てい

（建安）二十五（二二〇）年春正月、（王）洛陽に至る。（孫）権 撃ちて（関）羽を斬り、其の
せい おう らくよう そん けん かん う

首を伝ふ。庚子、王 洛陽に崩ず。年は六十六なり。
こう し おう

庚子（かのえね・こうし）は、正月二十三日のこと
せいげつ

※ちくま学芸文庫に、「庚子の日（二十三日）」とあって分かるが、誤りもあるため注意

３．十干十二支とは

水野静夫『干支の漢字学』（あじあブックス、大修館書店、1998 年）より

「数」と「序数」は、本質的にその性質を異にする
すう じょすう

・「数」は、物事を計算することの対象、必ず数詞を伴う

・「序数」は、第一とか第二、一番目・二番目など、ただ順序を示す

必ずしも数詞を伴わず、主席・次席、正・副など

十干（甲乙丙丁戊己庚辛壬癸）は、殷帝国の世系図に見える（帝辛＝ 紂 ）
こうおつへいてい ぼ き こうしんじん き いん しん ちゅう

・王位継承権は、王家男系の分派独立の十家が有する

・十干の成立は、文字発生以前のかなり古い時期

甲などの十字は、本義的な使用でなく、仮 借 的使用 →許慎『説文解字』も当を得ず
か しゃく きょしん せつもんかい じ

※『説文解字』は部首別の漢字字典だが、十干は部首でなく別項目を立てる
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十二支の成立は未詳（太陰暦の十二ヵ月ですら、有力仮説の一つ）

・動物の配当は、非専門家に普及させるための工夫

・五 行 説・陰陽説との結合（「きのえね」等）は、事後的なもの；後漢の王 充 『論衡』物勢篇
ご ぎょう いんよう おうじゅう ろんこう ぶつせい

午はウマで、子はネズミ、酉はトリ、卯はウサギである。水が火に勝つのなら、ネズミ（水）が
ご し ゆう ぼう

なぜウマ（火）を追いかけないか。金が木に勝つのなら、トリ（金）がなぜウサギ（木）を 啄
ついば

まないか。……

十干と十二支が組み合わされるのは、文字が作られた 殷の安陽期以降（～ B.C.11C）
あんよう

・干支は、「数」でなく「序数」

天体現象の循環回帰、または植物類の再生回転という、生活上の知見から作られた

・十干と十二支を最初から順次 組み合わせると、最小公倍数である六十番目に

最後の符号（循環助数詞）同士である、「癸」＋「亥」が現れる
き がい
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４．カレンダー作成

陳垣（一八八〇～一九七一）の『二十史朔 閏 表』
ちんえん さくじゅん

表の上にあるのが年の干支（魏文帝＝曹丕の黄初二年は、西暦二二一年に相当）
ぎ ぶん ひ こうしょ

右端に正月～十二月を置く；黄初三年は、 閏 六月がある
うるう

※閏月は、十九年に七回（七ヵ月）挿入される

太陰暦（月の満ち欠けを一ヵ月とする）と、太陽暦（地球の公転を一年とする）を
たいいんれき たいようれき

整合させるための処理で、太陰太陽暦といわれる
たいいんたいようれき

各月の朔（ついたち）の日付の干支を示す（左側の二 10 は西暦との対応）
さく

二十九日の月と、三十日の月がある（月の満ち欠けは、29.5 日周期）

エクセルに、六十パターンの干支を無限にコピーし、

『二十史朔閏表』に当てはめると、朔日以外の干支も分かる http://3guozhi.net/p/cal.html
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５．『三国志』明帝紀を調査

１）明帝紀 黄初七（二二六）年

（黄初）七年夏五月、（文）帝（曹丕）病ひ篤し。乃ち（明帝を）立てて皇太子と為す。丁巳、皇帝
ひ めい てい し

の位に即き、大赦す。……癸未、母の甄夫人に追謚して文昭皇后と曰ふ。壬辰、皇弟の（曹）蕤を立
たいしゃ き び しん つい し じんしん ずい

てて陽平王と為す。八月……
ようへい

エクセルから 五月丁巳は五月十七日と判明； 癸未は、丁巳の二十六日後で、五月に収まらず
てい し き び てい し

文帝の発病、明帝の立太子、文帝の崩御、明帝の即位、文帝を葬る、という順序のはず

直前の文帝紀に、「六月戊寅、首陽陵に葬る」とあるが、戊寅は、丁巳の二十一日後
ぼ いん ぼ いん てい し

『二十史朔閏表』によると、六月朔は庚午なので、六月戊寅は、六月九日
こう ご

癸未は、戊寅（六月九日）の五日後であるから、六月十四日か
き び ぼ いん

癸未は、庚午（六月一日）の十三日後であり、やはり六月十四日
き び こう ご

明帝紀は、「癸未」の前に、「六月」の二字が欠けており、本来なら補われるべき
き び

曹蕤が陽平王となった壬辰は、庚午の二十二日後で、六月二十三日か
ずい じんしん こう ご

さらに六十日後、八月二十三日も壬辰だが、もしも八月二十三日ならば、

「壬辰」より前に「八月」の字が置かれるべきである → 八月二十三日説は却下

史書は、一年を三ヵ月×四季に分け、季節を最初の記事に付す →「秋八月」に作るべき

２）明帝紀 青龍二（二三四）年

（青龍）二年春二月、乙未、太白（金星） 熒惑（火星）を犯す。癸酉、……と詔す。
いつ び たいはく けいわく き ゆう

三月庚寅、山陽公（後漢の献帝） 薨ず。……夏四月、大疫あり。
こういん さんよう けん

二月朔は、丙辰であり、乙未は、三十九日後（三月十一日）→二月に収まらず
へいしん いつ び

癸酉は、丙辰の十七日後（二月十八日）で整合
き ゆう へいしん

記述順序が正しければ、天体現象があったのは、二月中で、二月十八日より前か？

三月朔は 乙酉； 庚寅はその五日後なので、山陽公の薨去は三月六日
いつゆう こういん

※『後漢書』本紀九 献帝紀に、「魏の青龍二年三月庚寅、山陽公 薨ず」とあり、
こういん

三月庚寅（六日）に、山陽公（献帝）が薨去したことは確定か
こういん

三月庚寅（六日）の前に、三月乙未（十一日）の記事があるのは、やはり不整合
こういん

銭大昕『 廿 二史考異』巻十五は、『晋書』巻十二 天文志中に、「青龍二年二月己未、太白 熒惑を
せんだいきん にじゅう に し こう い き び

犯す」とあることに基づき、「乙未」を「己未」に改めるべきとする
いつ び き び

己未であれば、二月朔の丙辰の三日後であり、二月四日となる
き び へいしん

→ 二月己未（四日）の天体現象、二月癸酉（十八日）の順に並ぶため、整合的に理解可能
き び き ゆう
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